
倉敷市学校給食調理場整備に係る基本方針 

 

倉敷市学校給食施設適正化検討委員会が，安全・安心で美味しい学校給食を安定的に

継続して提供できるようにするための対応について，学校給食を取り巻くこれからの社

会環境の変化も考慮した上で，倉敷市学校給食調理場の全体的な整備方針を示した。 

同整備方針では，市内の学校給食調理場の現状と課題，調理場更新の基本方針，学校

給食調理場の整備方針についての詳細が述べられている。 

 

１ 倉敷市学校給食調理場の整備方針 

（１）学校給食衛生管理基準を遵守すること 

（２）代替調理可能な共同調理場をできるだけ速やかに設置すること 

（３）調理場の集約化を中心に更新を進めること 

（４）築年数が比較的新しい自校方式調理場はできる限り使用すること 

 

【参考 児童生徒数推計 令和元年度推計】 

 

 
※ 網掛けの学校の給食は、共同調理場からの配送 



２ 今後の進め方について 

現状を踏まえると，学校給食調理場整備においては，この４つの方針を踏まえて 

①中長期の給食運営を安定的に維持すること 

②市内調理場をドライ方式へと更新すること，の２点を推進することが必要である。 

そのために，今後の倉敷市内の学校給食調理場整備について，以下の４つの方針を

示して，全体の調整を進めていきたい。 

 

 

３ 倉敷市学校給食調理場整備に係る基本方針 

 

 

① 原則として，現在自校方式の調理場において，食数が 1,000 食以上の調理場につい

ては，自校方式による更新とする。 

 

② 築年数の浅いドライ方式の自校方式調理場については，学校給食衛生管理基準を満

たすよう運用に努める。 

 

③ 6,000 食～8,000 食規模の，複数の献立ラインを有する共同調理場を市内に 3 カ所程

度設置し，安定的な給食提供ができることをめざす。 

 

④共同調理場の整備ができるまでの期間に故障等が発生した際は，修繕での対応が必要

となるが，長期にわたり給食提供が困難となる場合には，周辺の調理場の能力，立地，

提供調理食数などを考慮して，当面，親子方式による給食配送を導入する。 


